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集団救急に関する協定調印式 
調印式を終え，がっちり握手する 

海江田康光薩摩郡医師会長と井上章三さつま町長 
※３面に関連記事

 
主な内容 
1･２ページ・・・特集「住宅用火災警報器設置義務化」 

３ページ・・・・・・集団救急に関する協定調印式 

             命を救う「ＡＥＤ」 

             平成 17 年救急統計 

４ページ・・・・・・風水害に対する日常の備え 

             平成 17 年火災統計 

５ページ・・・・・・消防庁舎一般開放 

             消防ほっと写真館ほか 

 
 
 
 
 
 



                                                                  

   

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、

火
災
に
よ
っ
て
発
生
す
る
煙
や

熱
を
自
動
的
に
感
知
し
て
、
ブ

ザ
ー
や
音
声
な
ど
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
。 

大
き
さ
は
概
ね
大
人
の
手
の

ひ
ら
程
度
で
（
中
央
の
実
物
大

見
本
参
照
）
、
天
井
や
天
井
に
近 

   

★★
警警
報報
器器
設設
置置
義義
務務
化化
のの
背背
景景  

 

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
左
の

グ
ラ
フ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

平
成
16
年
に
建
物
火
災
で
亡
く

な
っ
た
人
の
う
ち
、
約
９
割
の

人
が
住
宅
の
火
災
で
亡
く
な
っ

て
い
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。 

                 

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は

「
煙
式
」
と
「
熱
式
」
の
２
種

類
が
あ
り
、
条
例
で
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
寝
室
や
階

段
に
取
り
付
け
る
の
は
「
煙
式
」

に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー

か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
※
）
」
付
き
の 

製
品
を
購
入
す
る
こ
と
を
お
勧 

    

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
「
す

べ
て
の
寝
室
」
と
「
寝
室
が
あ

る
階
の
階
段
」
に
取
り
付
け
ま

す
。
寝
室
と
は
、
普
段
就
寝
に

使
用
す
る
部
屋
を
い
い
ま
す
の

で
、
子
供
部
屋
で
就
寝
す
る
場

合
は
そ
の
部
屋
も
設
置
の
対
象

と
な
り
ま
す
。 

ま
た
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
は
、
階
段
に
も
設
置
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
右
下
の

設
置
例
参
照
） 

 

ご
家
庭
の
そ
の
他
の
部
屋
な

ど
は
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ 

   

い
壁
に
取
り
付
け
て
使
用
し
ま

す
。 

 

警
報
器
の
機
種
に
は
乾
電
池

式
の
も
の
か
ら
家
庭
用
電
源

（A
C

1
0

0
V

）
を
使
用
す
る
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
機
種
も
概
ね
10
年
を
目
安
に

取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

ま
た
亡
く
な
っ
て
い
る
理
由

と
し
て
「
逃
げ
遅
れ
」
が
約
６

割
を
占
め
、
さ
ら
に
夜
間
就
寝

中
に
発
生
し
て
い
る
例
が
多
い

こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

 
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
中
に

は
火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
、
早

め
に
火
災
の
発
生
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、「
助
か
っ
た
可
能

性
が
あ
っ
た
」
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
全

国
一
律
に
一
般
の
住
宅
へ
の
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

★★
なな
ぜぜ
寝寝
室室
にに
警警
報報
器器
？？  

 

寝
室
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

就
寝
中
に
早
く
火
災
を
発
見
し

て
人
を
逃
が
す
「
人
命
尊
重
を 

      

め
し
ま
す
。 

 

ま
た
現
在
さ
つ
ま
町
で
の
製

品
の
購
入
は
、
消
火
器
な
ど
の

防
災
機
器
を
扱
う
専
門
店
や
電

器
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。 

         

ん
が
、
防
火
の
観
点
か
ら
も
設

置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
取
り
付
け
る
警
報
器

は
そ
の
部
屋
に
よ
っ
て
異
な
り
、

例
え
ば
台
所
は
「
熱
式
」
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

取
り
付
け
に 

は
、
資
格
を
問 

い
ま
せ
ん
の
で 

ご
自
分
で
取
り 

付
け
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

  

   

ま
た
、
気
に
な
る
お
値
段
は

国
産
の
認
定
品
で
数
千
円
の
も

の
か
ら
高
機
能
な
も
の
に
な
る

と
一
万
円
を
越
え
る
も
の
ま
で

機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

ご
自
分
の
用
途
に
合
っ
た
も

の
を
よ
く
検
討
し
て
購
入
し
ま

し
ょ
う
。 

               

優
先
」
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

今
の
と
こ
ろ
台
所
な
ど
に
は
設

置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

て
ん
ぷ
ら
火
災
な
ど
の
早
期
発

見
の
た
め
に
も
設
置
し
て
お
い

た
ほ
う
が
よ
り
安
全
で
す
。 

                                   

   
 

 

火
災
警
報
器
の
設
置
例 

                             

 
◆「平成１８年６月１日以降」に新築又は改築する住宅は、建築時に設置が義

務付けられます。 
◆すでに建築済みの住宅は、「平成２３年５月３１日まで」に設置しなければ

なりません。 

問い合わせ先 さつま町消防署予防係 ℡ 52-0119 Mail shobo-yobo@satsuma-net.jp 

 ※詳しくはさつま町のホームページでもご覧になれます。URL http://www.satsuma-net.jp/

※
あ
く
ま
で
見
本
で
す
の
で
、
機
種
に
よ
っ
て
は
大
き
さ
が

若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
は
天
井
取
付
式
） 

 

 

寝室 

 

 

居室 

 

就寝
子供
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リビ
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階段室

２階建て住宅の設置例２ ２階建て住宅の設置例１ 平屋建て住宅の設置例 

 

「消防署の方から来ました。」などと消防署員を装って，不当に高額な 

な商品の購入を迫ったりします。 

☆消防署員・消防団員が訪問販売をすることなどはありません。 

☆特定の業者に販売を委託することはありません。 

☆「今だけです。」などといったセールストークに惑わされないようにしましょう。 

しでも「おかしいな・・・？」と思ったら，消防署（52-0119）または 

警察署（53-0110）までご相談下さい。 

商品や粗悪

 

 

 

少

火災警報器の設置

が法律で義務付け

られました！ 

今すぐ付けないと

罰せられますよ！

※「ＮＳマーク」とは？ 
（財）日本消防検定協会が交付し
ている鑑定合格マークで，国の示
した基準をクリアし，検査に合格
した証として表示されるマーク
です。 

※   は火災警報機 



                                

                                

 去る４月６日（木），さつま町と薩摩郡医師会（海江田康光会長）は，「集団救急事故に伴う医師等の

協力に関する協定書」に調印，協定を締結しました。 

 この協定は，昨年２月に山崎で発生した集団救急事故の反省点などを踏まえて，さつま町消防本部と

薩摩郡医師会とが協議を重ねた上で今回の締結となったものです。 

協定では，集団救急事故を交通事故や自然災害などにより，局地的に

概ね 10 人以上発生した災害と想定しており，集団救急事故と判明した

時点で，消防本部通信指令室から速やかに医療機関にあらゆる通信手段

を用いて協力要請を行うことなどといった，主に消防と関係医療機関と

の連携体制について取り決めがなされています。 

消防署として，今回の協定を基に関係機関との訓練を重ねて，有事の

際の対応に万全を期していく所存です。 

                                

                                

                                

－３－ 

 医療資格を持たない人にも「AED」の使
用が認められるようになり，救急車が到
着するまでの間に誰もが簡単に扱える医
療機器として全国的に注目を集めていま
す。また，実際に一般の方が使用して救
命できた事例も報告されています。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
意
識
や
呼
吸
が
な
い
人

の
胸
に
電
極
を
貼
り
、
そ
の
音
声
指
示

に
し
た
が
っ
て
操
作
す
る
こ
と
で
、
心

室
細
動
と
い
う
あ
る
特
定
の
心
電
図
を

自
動
的
に
解
析
し
て
、
一
般
の
方
で
も

安
全
に
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
器
で
す
。 

           

た
だ
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
決
し
て
魔
法
の
箱

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
肺
蘇
生
法
な
ど

の
応
急
手
当
の
知
識
を
、
併
せ
て
覚
え

る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。 

 

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を

含
め
た
普
通
救
命
講
習
を
随
時
受
付
け

て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
救
急
救
助
係 

☎
５
２
‐
０
１
１
９ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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平
成

17

年
中
は

８
８
７
件
に
出
動

し
、
８
６
０
人
の
方

を
病
院
へ
搬
送
し

て
い
ま
す
。 

 

出
動
件
数
で
最

も
多
い
の
は
急
病

で
、
50
％
を
占
め
て

い
ま
す
。 

 

搬
送
人
員
は
、
65

歳
以
上
の
お
年
寄

り
が
全
体
の
62
％ 

※年齢区分の内訳 
乳幼児→1 歳～7 歳未満 
少 年→7 歳～18 歳未満 
成 人→18 歳～65 歳未満 
老 人→65 歳以上 

を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
お
年
寄
り
の
搬
送
の
う
ち
、
そ
の

53
％
が
急
病
に
よ
り
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今回の協定締結に携わった 
町と薩摩郡医師会の関係者

このような正常な心電図の
ときは，AED は動作しないよ
うになっています。

このような心室細動（心臓が
プルプル震えているような
状態）ときに，AED は動作す
るようになっています。 



                                

                                

                                

                                

 

－４－ 

 
台
風
や
豪
雨
の
場
合
、
事
前
に
危
険
の
接

近
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
命
を
守
る
基
本
で
す
。 

 

防
災
無
線
か
ら
は
災
害
の
「
最
も
身
近
な

情
報
」
や
、
避
難
の
呼
び
か
け
な
ど
が
放
送

さ
れ
ま
す
。
十
分
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

豪
雨
な
ど
の
被
害
者
は
高
齢
者
が
多
く
含

ま
れ
ま
す
。
注
意
の
声
か
け
や
避
難
の
際
の

介
助
な
ど
隣
近
所
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

台
風
が
接
近
し
て
か
ら
の
建
物
の
補
強
な

ど
は
、
強
風
が
吹
き
危
険
で
す
。
事
前
に
し

っ
か
り
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う 

 

昨
年
は

24
件
の
火

災
が
発
生
し
、
３
０
０

０
万
円
を
超
え
る
大

き
な
損
害
が
で
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
火
災
種
別
で

は
、
そ
の
他
の
火
災

（
う
ち
枯
草
火
災
が

７
件
）
が
最
も
多
く
、

つ
い
で
建
物
の
火
災

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
原
因
別
で
見
る
と
、「
た
き
火
」
に
よ

る
林
野
火
災
や
枯
草
火
災
が
圧
倒
的
に
多
く
、

全
体
の
約
46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 
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遊
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そ
の
他

7 5 3 9
0

2

4

6

8

10

建
物

そ
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車
両

林
野※その他の内訳 

 ●放火～1 件 
 ●衝突の火花～1 件 
 ●マッチ・ライター～1 件 
 ●取灰～1 件 
 ●不明・調査中～2 件 
 ●その他～1 件 



   
春
の
火
災
予
防
運
動
の
期
間

中
に
消
防
庁
舎
を
一
般
開
放
し

た
と
こ
ろ
、
合
計
54
名
の
方
々

が
見
学
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。 

 

普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と

が
な
い
救
急
車
の
中
や
、
通
信

指
令
室
の
１
１
９
番
を
受
信
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
興
味
深

く
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
般
開
放
は
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

   

栗
山
紀
博
救
急
救
命
士
が
こ

の
程
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病

院
で
の
実
習
を
終
え
、
２
人
目

の
「
気
管
挿
管
の
で
き
る
救
急

救
命
士
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

気
管
挿
管
が
傷
病
者
の
い
る

現
場
で
実
施
で
き
る
た
め
、
大

き
な
救
命
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

        

                

４
月
１
日
付
で
新
た
に
２
名

の
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

川
邊
消
防
士
は
現
在
鹿
児
島

県
消
防
学
校
に
入
校
中
で
す
。

ま
た
伊
尻
消
防
士
は
今
年
10
月

か
ら
入
校
す
る
予
定
で
す
。 

           

訓練中の栗山救急救命士 

川邊
か わ べ

 祐樹
ゆ う き

（24 歳） 

   求名区出身 

伊尻
い じ り

   永

 成寿
なりとし

（21 歳） 

野区出身 救急車を間近に目がキラキラ！ 

                             

－5－ 

来場者一人ひとりに「火の用心

にご協力を！」と呼びかけ 
【さつまフェスタ防火 PR】 

「すごーい！鉄砲みたいに水

がでるのかな？？？」 
【勤労感謝の日園児訪問】 

「かしらー右！」寒い中でも元

気いっぱい行進しました。 
【さつま町出初式分列行進】 

「組々左へ進め！」東部方面隊

員の一糸乱れぬ規律訓練披露。 
【さつま町出初式規律訓練】 

空気呼吸器(約 10kg)にホース(約

6kg)をかついで必死の走り！ 

【宮之城中学校職場体験学習】 

「フー！ちゃんと入ってる？」

「あっ！入ったよ入ったよ！」

【婦人防火研修会の救急講習】


